
主な内容
可決された案件 ………… 2面

一般質問………………3～5面

委員会の審査…………… 7面

特別委員会活動………… 8面

基
地
へ
の
配
備
に
対
す
る
決

議
」
が
全
会
一
致
で
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
５
名
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
２
日
目
（
10
日
）
は
、
５

名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

▼
３
日
目
（
11
日
）
は
、
５

名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

▼
４
日
目
（
12
日
）
は
、
市

長
提
出
議
案
３
件
、
議
員
提

出
議
案
１
件
及
び
陳
情
２
件

が
所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
福
生
市
表
彰
条
例
に
基

づ
く
自
治
功
労
表
彰
１
件
及

び
一
般
表
彰
１
件
並
び
に
新

た
に
提
出
さ
れ
た
「
福
生
市

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
」
は
、
委
員
会
へ
の

付
託
は
省
略
さ
れ
、
原
案
の

と
お
り
同
意
す
る
こ
と
に
決

ま
り
ま
し
た
。

▼
５
日
目
（
26
日
）
は
、
最

終
日
で
、
委
員
会
へ
付
託
さ

れ
た
市
長
提
出
議
案
３
件
は

委
員
長
報
告
の
後
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
、
ま
た
、
議

員
提
出
議
案
１
件
は
否
決
と

し
、
陳
情
１
件
を
不
採
択
、

そ
の
他
陳
情
１
件
に
つ
い
て

は
、
継
続
し
て
審
査
す
る
こ

と
と
な
り
、
今
定
例
会
を
終

了
し
ま
し
た
。

▼
１
日
目
（
９
日
）
は
、
一

般
質
問
の
通
告
人
数
や
通
告

時
間
、
議
案
を
付
託
す
る
委

員
会
の
開
催
日
等
を
考
慮
し

て
、
定
例
会
の
会
期
を
18
日

間
と
決
定
し
ま
し
た
。
続
い

て
、
委
員
会
提
出
議
案
「
Ｃ

Ｖ
－

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
横
田
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基
地
へ
の
配
備
に
対
す
る
決

い
ま
し
た
。

▼
３
日
目
（
11
日
）
は
、
５

▼
１
日
目
（
９
日
）
は
、
一

改
選
後
の
初
定
例
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

「
Ｃ
Ｖ
-22
オ
ス
プ
レ
イ
の
横
田
基
地
へ
の
配
備
に

　

対
す
る
決
議
」を
全
会
一
致
で
可
決

改
選
後
の
初
定
例
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

「
Ｃ
Ｖ
-22
オ
ス
プ
レ
イ
の
横
田
基
地
へ
の
配
備
に

　

対
す
る
決
議
」を
全
会
一
致
で
可
決

本
会
議
の
経
過

本
会
議
の
経
過

　

平
成
27
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月

９
日
か
ら
26
日
ま
で
会
期
18
日
間
で
開

催
さ
れ
、
15
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問

が
行
わ
れ
、
条
例
改
正
、
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案
６
件
、
委
員

会
提
出
議
案
１
件
、
議
員
提
出
議
案
１

件
、
陳
情
２
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
５
月
11
日
、
米
国
政
府
か
ら
日
本
政
府
に
対
し
て

接
受
国
通
報
が
あ
っ
た
と
の
連
絡
が
、
防
衛
省
北
関
東
防
衛
局

か
ら
福
生
市
に
あ
っ
た
。

　

同
月
12
日
及
び
15
日
に
は
、
外
務
省
及
び
防
衛
省
の
担
当
者

が
福
生
市
に
来
庁
し
、
平
成
33
年
ま
で
に
計
10
機
の
Ｃ
Ｖ

－

22

オ
ス
プ
レ
イ
を
横
田
飛
行
場
に
配
備
し
、
そ
の
う
ち
最
初
の
３

機
を
平
成
29
年
の
後
半
に
配
備
す
る
計
画
が
あ
る
旨
、
ま
た
、

Ｃ
Ｖ

－

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
横
田
基
地
へ
の
配
備
の
理
由
、
そ
の

安
全
性
、
訓
練
・
騒
音
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

横
田
基
地
は
、
人
口
が
密
集
し
た
市
街
地
に
所
在
し
て
お
り
、

か
ね
て
よ
り
航
空
機
騒
音
に
悩
ま
さ
れ
、
ま
た
、
航
空
機
の
部

品
落
下
と
い
っ
た
人
命
に
か
か
わ
る
事
故
へ
の
懸
念
な
ど
か
ら

も
、
周
辺
住
民
の
日
常
生
活
で
の
不
安
が
続
い
て
い
る
。

　

福
生
市
議
会
で
は
、
平
成
25
年
７
月
の
Ｃ
Ｖ

－

22
オ
ス
プ
レ

イ
の
横
田
基
地
配
備
検
討
報
道
に
対
し
、
同
年
９
月
26
日
付
け

で
、
「
Ｃ
Ｖ

－

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
横
田
基
地
配
備
検
討
の
撤
回

を
求
め
る
意
見
書
」
を
防
衛
大
臣
、
外
務
大
臣
、
防
衛
省
北
関

東
防
衛
局
長
に
提
出
し
、
政
府
が
米
国
政
府
に
対
し
、
Ｃ
Ｖ

－

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
米
軍
横
田
基
地
へ
の
配
備
検
討
の
撤
回
を
強

く
働
き
か
け
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
回
、
Ｃ
Ｖ

－

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
横
田

基
地
へ
の
配
備
が
突
然
発
表
さ
れ
た
こ
と
は
、
誠
に
遺
憾
で
あ

り
、
こ
れ
以
上
の
基
地
機
能
強
化
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
、
平
成
27
年
５
月
18
日
に
は
、
Ｍ
Ｖ

－

22
オ
ス
プ
レ

イ
が
米
ハ
ワ
イ
州
に
お
い
て
着
陸
に
失
敗
し
、
死
亡
者
及
び
負

傷
者
を
出
し
た
と
の
報
道
が
あ
り
、
市
民
の
安
全
性
へ
の
懸
念

は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
福
生
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
次
の
事
項
を
強
く

求
め
る
。

１　

さ
ら
な
る
具
体
的
な
説
明
を
行
う
こ
と
。

２　

米
国
政
府
に
対
し
、
Ｃ
Ｖ

－

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
米
軍
横
田

　

基
地
へ
の
配
備
計
画
の
再
検
討
を
強
く
働
き
か
け
る
こ
と
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　

平
成
27
年
６
月
９
日

福
生
市
議
会

Ｃ
Ｖ

－

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
横
田
基
地
へ
の
配
備
に
対
す
る
決
議

委
員
会
提
出
議
案
第
３
号

▲福生ほたる祭は50回を迎え記念碑が設置されました

▲新たな議会がスタート
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◎全員賛成　▽賛成多数

可決された可決決さ可可決可決 たたされされれたたたれれたれ可
案件
要旨）旨）要旨（要旨）（（要要旨（要

可決された
案件
（要旨）

◎
福
生
市
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

介
護
保
険
法
施
行
令
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
平
成
27
年

度
及
び
28
年
度
の
介
護
保
険

料
の
減
額
賦
課
に
係
る
第
１

号
被
保
険
者
の
保
険
料
を
３

万
１
３
０
０
円
と
定
め
る
も

の
。

◎
平
成
27
年
度
福
生
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

介
護
保
険
法
改
正
に
よ
る

低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
、

市
内
小
・
中
学
校
の
東
京
都

委
託
事
業
推
進
校
の
指
定
な

ど
に
伴
い
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
６
９
２
４
万
５
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
２

２
８
億
１
９
２
４
万
５
千
円

と
す
る
も
の
。

　

歳
入
で
は
、
国
庫
負
担
金

４
８
０
万
円
は
、
介
護
保
険

法
改
正
に
よ
る
低
所
得
者
の

保
険
料
軽
減
実
施
の
国
負
担

分
。
都
負
担
金
２
４
０
万
円

は
、
介
護
保
険
料
軽
減
実
施

の
都
負
担
分
。
都
補
助
金
２

８
５
９
万
８
千
円
は
、
消
費

者
行
政
推
進
交
付
金
。
委
託

金
１
７
４
４
万
７
千
円
は
、

①
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
教
育
推
進
校
事
業

委
託
金
２
０
０
万
円

②
小
学
校
外
国
語
活
動
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
活
用
事
業
委
託
金

１
４
０
万
円

③
安
全
教
育
推
進
校
事
業
委

託
金
20
万
円

④
人
権
教
育
推
進
校
事
業
委

託
金
35
万
７
千
円

⑤
学
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
推

進
地
域
指
定
事
業
委
託
金
１

１
９
９
万
円

⑥
日
本
の
伝
統
・
文
化
理
解

教
育
推
進
事
業
委
託
金
１
５

０
万
円
の
６
件
。

　

寄
附
１
０
０
万
円
は
、
東

京
福
生
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

東
京
福
生
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ

ブ
か
ら
の
寄
附
金
。
諸
収
入

１
５
０
０
万
円
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
助
成
金
で
、

志
茂
第
二
町
会
の
睦
会
館
建

替
え
に
伴
う
助
成
金
。

　

歳
出
で
は
、
総
務
管
理
費

36
万
円
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
、
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ

か
ら
の
寄
附
金
を
活
用
し
、

市
役
所
来
庁
者
用
車
椅
子
を

３
台
購
入
す
る
。
社
会
福
祉

費
９
６
０
万
円
は
、
介
護
保

険
法
改
正
に
よ
る
低
所
得
者

の
保
険
料
軽
減
分
を
国
が
２

分
の
１
、
都
が
４
分
の
１
、

市
が
４
分
の
１
公
費
で
負
担

す
る
も
の
で
、
こ
れ
を
合
わ

せ
一
般
会
計
か
ら
介
護
保
険

特
別
会
計
へ
繰
り
出
す
も
の
。

商
工
費
２
８
５
９
万
８
千
円

は
、
消
費
者
被
害
防
止
に
つ

い
て
の
啓
発
事
業
と
、
高
齢

者
を
対
象
に
悪
質
商
法
な
ど

の
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

の
事
業
、
計
２
４
０
９
万
８

千
円
を
消
費
者
啓
発
事
業
委

託
料
と
し
て
計
上
。
備
品
購

入
費
４
５
０
万
円
を
計
上
し
、

警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
つ
き
自
動

通
話
録
音
機
を
高
齢
者
に
貸

与
す
る
。
教
育
総
務
費
１
７

０
４
万
７
千
円
は
、
日
本
の

伝
統
・
文
化
理
解
教
育
推
進

委
託
料
１
１
０
万
円
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
教
育
推
進
校
事
業
費
２
０

０
万
円
、
安
全
教
育
推
進
校

事
業
費
20
万
円
、
小
学
校
外

国
語
活
動
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活

用
事
業
費
１
４
０
万
円
、
人

権
教
育
推
進
校
事
業
費
35
万

７
千
円
、
学
力
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
推
進
地
域
指
定
事
業
費

１
１
９
９
万
円
。
社
会
教
育

費
64
万
円
は
、
青
少
年
育
成

地
区
委
員
長
会
主
催
の
行
事

等
で
使
う
テ
ン
ト
５
張
り
を

購
入
。
予
備
費
は
、
財
源
調

整
を
す
る
も
の
。

◎
平
成
27
年
度
福
生
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　

歳
入
の
み
の
補
正
で
、
介

護
保
険
料
を
減
額
し
同
額
の

繰
入
金
を
追
加
す
る
も
の
。

補
正
額
は
０
円
で
あ
り
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
は
補
正

前
と
同
額
と
な
る
。

◎
福
生
市
表
彰
条
例
に
基
づ
く

自
治
功
労
表
彰
に
つ
い
て

　

市
議
会
議
員
と
し
て
貢
献

さ
れ
た
大
野
悦
子
氏
が
福
生

市
表
彰
条
例
第
３
条
第
１
項

第
２
号
に
該
当
す
る
た
め
、

自
治
功
労
表
彰
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
表
彰
条
例
に
基
づ
く

一
般
表
彰
に
つ
い
て

　

福
生
市
表
彰
条
例
第
４
条

第
１
号
の
該
当
者
13
名
、
同

条
第
３
号
の
該
当
者
２
名
を

表
彰
す
る
も
の
。

　

第
１
号
該
当
と
し
て
、
市

議
会
議
員
と
し
て
貢
献
さ
れ

た
柳
川　

司
氏
、
町
会
長
等

と
し
て
貢
献
さ
れ
た
野
島
康

好
氏
、
上
野
昌
平
氏
、
橋
爪

賢
治
氏
、
笹
本
誠
一
氏
、
清

水
誠
二
氏
、
榎
本
博
人
氏
、

井
梅
泰
雄
氏
、
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
委
員
と
し
て

貢
献
さ
れ
た
石
川
好
男
氏
、

交
通
安
全
推
進
委
員
会
委
員

と
し
て
貢
献
さ
れ
た
荒
品
祐

次
氏
、
大
野
裕
氏
、
町
会
長
、

消
防
団
員
及
び
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
委
員
と
し
て

貢
献
さ
れ
た
石
川
惠
一
氏
、

消
防
団
員
と
し
て
貢
献
さ
れ

現
在
も
活
躍
中
の
本
山
具
達

氏
の
各
氏
、
ま
た
、
第
３
号

該
当
と
し
て
、
市
道
用
地
と

し
て
土
地
を
寄
附
さ
れ
た
田

村
半
十
郎
氏
、
絵
画
を
寄
附

さ
れ
た
栗
原
一
郎
氏
の
各
氏

を
一
般
表
彰
す
る
。

◎
福
生
市
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　

平
野
裕
子
教
育
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
同
氏
を
再

任
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
も

の
。

▲福生市表彰式で表彰された方々

▼
４
月

３
日　

東
京
都
市
議
会
議
長
会

監
事
会

10
日　

議
会
運
営
委
員
会

15
日　

東
京
都
市
議
会
議
長
会

理
事
会
・
臨
時
総
会

24
日　

例
月
出
納
検
査

▼
５
月

１
日　

代
表
者
打
合
会

８
日　

初
当
選
議
員
打
合
会

12
日　

全
議
員
打
合
会

15
日　

第
１
回
臨
時
会（
初
議
会
）

19
日　

定
期
監
査

20
日　

初
当
選
議
員
研
修
会

（
21
日
ま
で
）

　
　
　

財
政
援
助
団
体
等
監
査

22
日　

全
員
協
議
会

　
　
　

三
多
摩
地
区
消
防
運
営

協
議
会
役
員
会
・
総
会

26
日　

東
京
都
市
議
会
議
長
会

理
事
会
・
定
例
総
会

　
　
　

例
月
出
納
検
査

27
日　

関
東
市
議
会
議
長
会
定

期
総
会

29
日　

三
多
摩
上
下
水
及
び
道

路
建
設
促
進
協
議
会
理

事
会
・
総
会

▼
６
月

２
日　

横
田
基
地
対
策
特
別
委

員
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

９
日　

第
２
回
定
例
会
１
日
目

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

10
日　

第
２
回
定
例
会
２
日
目

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

11
日　

第
２
回
定
例
会
３
日
目

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

12
日　

第
２
回
定
例
会
４
日
目

16
日　

建
設
環
境
委
員
会

17
日　

市
民
厚
生
委
員
会

　
　
　

全
国
市
議
会
議
長
会
定

期
総
会

18
日　

総
務
文
教
委
員
会

19
日　

横
田
基
地
対
策
特
別
委

員
会

　
　
　

議
会
改
革
に
関
す
る
特

別
委
員
会

23
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

総
務
文
教
委
員
会

24
日　

例
月
出
納
検
査

26
日　

第
２
回
定
例
会
５
日
目

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

30
日　

初
当
選
議
員
研
修
会

「
議　

会　

日　

誌
」

討
論

●
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
を
柱
と
す
る
安
全
保
障

関
連
法
案
の
慎
重
審
議
を

求
め
る
意
見
書

■
賛
成

　

市
民
の
関
心
を
十
分
に

尊
重
し
、
こ
れ
に
応
え
る

立
場
か
ら
、
超
党
派
で
慎

重
審
議
を
求
め
る
こ
と
は
、

議
会
の
総
意
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
と
考
え
る
。

与
党
は
国
民
の
声
に
耳
を

傾
け
る
こ
と
、
丁
寧
で
慎

重
な
議
会
運
営
、
一
方
的

な
強
行
採
決
は
し
な
い
約

束
な
ど
を
求
め
る
意
義
は

大
き
く
、
賛
成
す
る
。

■
反
対

　

憲
法
の
範
囲
内
で
必
要

な
法
整
備
を
す
る
の
は
政

府
与
党
の
責
務
で
あ
る
。

法
案
は
政
府
提
案
に
対
し
、

国
会
で
議
論
が
な
さ
れ
、

民
主
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

今
回
の
法
整
備
は
、
国
民

の
生
命
と
国
家
の
安
全
を

守
る
た
め
の
も
の
で
、
平

和
国
家
の
原
則
と
法
的
安

定
性
は
全
く
揺
ら
い
で
お

ら
ず
、
反
対
す
る
。

■
賛
成

　

衆
議
院
憲
法
審
査
会
で

三
人
の
憲
法
学
者
が
集
団

的
自
衛
権
行
使
は
違
憲
と

発
言
し
た
。
こ
の
上
程
さ

れ
た
法
案
を
今
国
会
で
現

状
の
ま
ま
成
立
さ
せ
る
こ

と
は
、
国
民
の
信
頼
を
失

う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ず
、

審
議
を
尽
く
す
必
要
が
あ

る
。
住
民
の
声
を
国
家
へ

届
け
る
責
務
を
負
う
者
と

し
て
、
賛
成
す
る
。

■
反
対

　

法
案
に
反
対
す
る
こ
と

あ
る
い
は
審
議
引
き
延
ば

し
を
意
図
し
て
提
出
さ
れ

た
意
見
書
で
あ
る
こ
と
は

明
白
で
あ
る
。
国
際
環
境

が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
抑

止
力
を
高
め
る
た
め
の
法

整
備
で
あ
り
、
中
身
を
よ

く
吟
味
せ
ず
最
初
か
ら
違

憲
と
決
め
つ
け
、
批
判
を

繰
り
返
す
こ
と
に
終
始
し

て
お
り
、
反
対
す
る
。

■
賛
成

　

自
衛
隊
が
敵
基
地
を
攻

撃
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
、
後
方
支
援
を
行
う
こ

と
は
、
攻
撃
対
象
に
さ
れ

や
す
い
と
い
う
こ
と
に
も

な
る
。
政
府
だ
け
で
憲
法

解
釈
だ
け
を
変
え
て
も
、

国
民
の
意
思
が
反
映
さ
れ

て
い
な
い
も
の
と
考
え
る
。

福
生
市
議
会
と
し
て
態
度

を
明
確
に
す
る
こ
と
は
必

要
で
、
賛
成
す
る
。

　

本
意
見
書
に
つ
い
て
は
、

慎
重
審
議
の
結
果
否
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
の
各
委
員
会
で
審
査
さ
れ
た
結
果
、
不
採

択
と
な
っ
た
陳
情
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
「
安
全
保
障
関
連
法
案
」
の
慎
重
審
議
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

（
不
採
択
理
由
）

　

自
衛
隊
が
他
国
軍
へ
の
軍
事
支
援
を
行
う
こ
と
を
可

能
と
す
る
よ
う
な
法
案
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
意
に
沿
い

が
た
い
。

●
陳
情
●
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横田基地へのオスプレイ配備に対し市長の考えは
乙津 豊彦 議員

　質問　横田飛行場へのオスプレイ
配備が突然発表された。地元自治体
責任者として市長はどう考えるか。
　市長　市は日米安全保障条約に基
づく基地の運用には様々な問題を抱
えつつも協力してきたが、これ以上
の基地機能の強化は容認できないと
し、オスプレイの配備も行わぬよう
５市１町を通じ国に要請してきた。
今回、国からは事前に何も知らされ
ず、報道後の説明も十分ではなかっ
た。市民の安全・安心の確保は最優
先事項であり、十分な説明を求め５
市１町と協議し、また、市としても

強く国へ働きかけたい。 

▲着陸態勢に入るオスプレイ

通学の安全・安心に防犯カメラをどう活用するか
町田 成司 議員

　質問　通学路での不審者や交通事
故を減らす安全・安心対策として、
防犯カメラをどう活用する計画か。
　教育部長　通学路の見守り体制整
備として防犯カメラの設置は、不審
者や犯罪の抑止に有効な対策と考え
る。カメラは学校及び保護者の要望
に沿うよう、また福生警察署とも協
議を行い周辺住民の理解を得た上で、
プライバシーにも配慮して設置した
い。今年度は10台、平成28年は15台、
29年度は10台の設置を計画している。
万一、犯罪や事故が発生した場合は、
カメラの記録映像は捜査機関に提供

したいと考えている。 

▲雨の日の登校の様子

認可保育所への入所ニーズに対し今後の展望は
武藤 政義 議員

　質問　出生数の推移に対し、認可
保育所の保育の需要と供給はどうな
のか。課題にどう対応していくのか。
　市長　この数年、出生数は大きく
変わらないが１歳児の入所希望が増
加しており、これは母親の就労割合
が高くなった影響と思われる。育児
休業明けの１歳児の保育ニーズに対
応する定員確保が必要で、０～２歳
児対象の小規模保育事業の新設や、
認可保育所と相談し分園設置等も検
討していく。福生市子ども・子育て
支援事業計画の進捗管理を行う中で、
利用者の動向等の把握に努め、保育

提供体制確保を考えたい。

▲子ども・子育て支援事業計画

福生第一小学校学童クラブの扶桑会館利用について
田村 正秋 議員

　質問　一小の学童クラブは主に武
蔵野台児童館で対応だが、学校から
移動が必要で遠距離帰宅の児童もい
るため、扶桑会館を利用できないか。
　市長　児童館併設の学童クラブは、
児童館事業と学童保育事業を同じ施
設で実施することで多様な遊びと学
習が体験できるメリットがある。ま
た、扶桑会館は地域での利用が増え
ている。在籍児童の８割強は青梅線
より東側在住だが、学童クラブでは
移動や帰宅の際の交通安全、不審者
対応指導を繰り返し行っている。児
童育成にメリットが多い児童館での

学童クラブを継続したい。

▲地域での利用が増えている扶桑会館

多様な配食サービスで高齢者に食の安心を
青木　健 議員

　質問　在宅高齢者への配食サービ
スでは、通常食だけでなく介護食や
病気療養食なども必要だ。市は多様
なニーズにどう取り組んでいくのか。
　市長　市では、社会福祉協議会に
委託し、在宅で調理が困難な高齢者
に対し、栄養バランスのとれた食事
を届けて安否確認を行う高齢者配食
サービス事業を実施している。
　特別対応食が必要な場合は、民間
の配食サービスの情報提供をし、訪
問介護ヘルパーによる対応もある。
　平成29年４月に開始する日常生活
総合支援事業の中で考えたい。 ▲高齢者配食サービスとメッセージカード

　今定例会では、15名の議員が市政全般にわたり一般質問
を行いました。質問方式は３種類の選択制で、一括方式、
一問一答方式、併用方式（一括と一問一答の併用）のいず
れかを議員が選択し、質問しました。
　概略の掲載は一問とし３ページから５ページまでに掲載しま
した。一般質問の項目は６ページにすべて掲載してあります。
詳しくは、8月下旬発行予定の会議録を市役所情報コーナー
及び図書館でご覧いただくか、福生市ホームページからご
覧ください。

市政のここが聞きたい

（要旨）一 般 質 問

　多摩ケーブルネットワークによる本会議の生中継を放映してい
ます。放映日時、放映チャンネルは、広報ふっさ及び多摩ケーブ
ルチャンネルガイドでお知らせしますのでぜひご覧ください。

ケーブルテレビによる議会中継ケーブルテレビによる議会中継ケーブルテレビによる議会中継

◎傍聴におでかけください。

※本会議・委員会は傍聴できますので、お気軽にお越しください。

◆本会議（予定）午前10時開会
　９月１日（火）～９月４日（金）及び９月29日（火）
◆決算審査特別委員会（予定）午前9時30分開会
　９月８日（火）～11日（金）
◆常任委員会（予定）午前10時開会
　９月15日（火）～17日（木）

次回定例会のお知らせ

　平成27年第３回定例会は、９月１日(火)から９月29日（火）ま
でを予定しています。

・インターネット議会中継閲覧数
（６月９日～６月26日）延べ427件
・傍聴者数　延べ76名

平成27年 第2回定例会本会議の概要
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町会・自治会の合併で地域コミュニティの存続を
佐藤 弘治 議員

　質問　少子・高齢化の中、町会・
自治会への加入率減少に歯止めがか
からない。存続のため合併の動きも
あるが、市はどう考えているか。
　市長　合併は、地域の連携強化や
スケールメリットにより組織基盤が
強化され、安定した町会・自治会運
営につながる点から期待している。
　４月に発足した本町町会でも、合
併協議には市の担当課が同席してき
た。各種行事など町会間での歴史や
文化の違いも含めて円滑に運営して
いくには、時間と両者の交流促進が
必要と思われる。行政としても支援

をしたい。

▲ふれあいフェスティバルで町会・自治会の加入促進をＰＲ

地域包括ケア実現に向け認知症サポーターの養成を
幡垣 正生 議員

　質問　統計では認知症サポーター
の割合が低い福生市だが、意欲を持
つ市民も多いと思う。養成講座の開
催計画、社会福祉協議会への働きか
けを伺う。
　市長　養成講座は、市民には出前
講座により開催し、法人向けも実施し
ている。出前講座のメニューのほか、
担当職員出席の会議などでも広報し
ているが、平成27年度は、社会福祉協
議会実施の夏体験ボランティア事業
の中で、次世代の子どもへのテキスト
を活用し養成講座を実施する計画で
ある。今後も、社会福祉協議会と連携

しサポーターの増員に努めたい。

▲認知症サポーターのオレンジリング

横田基地の機能強化に対し市長の考えは
三原 智子 議員

　質問　ＣＶ－22オスプレイ配備な
ど日米の軍事的連携強化の動きは住
民不安を増幅している。横田基地の
機能強化反対の考えを改めて伺う。
　市長　市では、これまで横田基地
運用に協力しつつも、国に対しては
基地機能のさらなる強化や態様の変
化、またオスプレイの配備は容認で
きない旨、５市１町と共に強く要請
してきた。今回の配備報道は事前に
何も知らされず誠に遺憾だが、まず
は十分な説明を聞くことが必要であ
る。その上で、５市１町で協議し対
応を図るとともに、市としても国に

対して強く働きかけたい。

▲横田基地第５ゲート

ふるさと納税への取り組み強化について
堀 雄一朗 議員

　質問　インターネットサイトに返
礼品を掲載する自治体が増えるなど、
ふるさと納税がブームになっている。
当市での取り組みの状況を伺いたい。
　市長　ふるさと納税は、魅力ある
特産品を返礼品とすることで寄附意
欲を喚起させているので、返礼品の
選定は非常に重要であり、選定につ
いては福生市商工会その他関係団体
の協力を得る必要がある。また、ク
レジットカード決済等、簡単な手続
きが寄附喚起を促すので、現在、イ
ンターネットサイトの運営会社とも
情報交換し、総合的に費用対効果が

得られるような形を模索している。

▲福生市公式ＨＰふるさと納税のＰＲページ

福生市版総合戦略をどう考えていくのか
清水 義朋 議員

　質問　少子化・人口減少の一方、
人口の東京一極集中がある。この中
で福生市版総合戦略をどう考えるか。
　市長　国は、人口減少と地域経済
縮小の克服、まち・ひと・しごとの
創生と好循環の確立に向け、中・長
期の人口ビジョンと、短・中期の政
策目標設定を求めており、５カ年の
福生市版総合戦略を今年度策定する。
人口動向分析等から年齢３区分別な
ど2060年までの人口展望を描き、そ
れを踏まえて基本目標や施策の体系
化を行う。他市に先駆けた定住化対
策である新５Ｇ施策をもとに、基本

目標と施策を設定し実施したい。 

▲内閣府で発行した「まち・ひと・しごと創生総合戦略」

多摩川護岸工事中断の経緯と対応について
杉山 行男 議員

　質問　多摩川の護岸工事が行われ
ているが、有害物質の検出があった
と聞く。経緯と今後の予定を伺う。
　市長　平成26年度の工事で大量の
埋設廃棄物が出て基準値を超えるダ
イオキシンを確認したため、廃棄物
処理を行ったと国土交通省から報告
があった。さらに下流側にも廃棄物
があるが、その処理は予算確保後に
行うため実施年度は未定である。未
処理箇所には柵を設置し、水質調査
も実施する。市は、多摩川中央公園
の土壌調査をしたが、安全性に問題
はなかった。廃棄物の早期処理と工

事の早期完成を要望したい。

▲多摩川中央公園付近の護岸工事の様子

今年も民踊パレードに参加します！今年も民踊パレードに参加します！

昨
年
の
七
夕
ま
つ
り

民
踊
パ
レ
ー
ド

参
加
風
景

第 65回　福生七夕まつり　8/6 ㊍～８/9㊐第 65回　福生七夕まつり　8/6 ㊍～８/9㊐第 65回　福生七夕まつり　8/6 ㊍～８/9㊐
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青パト運用では市民団体との協働を
五十嵐 みさ 議員

　質問　公用車の青色回転灯装備パ
トロールカー運用開始に当たり、市
民団体等と協働すべきと考えるが、
どうか。
　市長　市内各地域でさまざまな団
体が自主的な防犯パトロールを実施
してくれている。防犯には地域住民
の見守りが大変重要であり、市の青
パト巡回と連携すればさらに犯罪抑
止効果が期待できる。市民に防犯機
運が高まっていることは大変ありが
たい。市民団体等への青パト公用車
の貸出しは現状で難しい面もあるが、
先行して実施している自治体の例も

あり今後支援について研究したい。 

▲市で運用している青色回転灯装備パトロールカー

安全保障関連法案は福生市民の安全を脅かさないか
池田 公三 議員

　質問　集団的自衛権による武力行
使はテロ等を招き、出撃・訓練基地
の性格が強まり、市での騒音被害や
事故のおそれも高まるのでは。
　市長　国の専管事業であるので、
私からお答えすることは、できない。
　企画財政部長　市民は騒音に悩み、
事故の懸念など不安が続いている。
米軍と国に、安全確保を徹底し細心
の注意を払うよう求めるとともに、
周辺５市１町や都と連携し、情報収
集に努めている。
　国には情報提供と安全確保の徹底
を強く要請し、市民の不安を払拭す

べく全力で取り組みたい。

▲市役所屋上での騒音測定

歩行者と自転車・自動車との共存道路の整備を
原田　剛 議員

　質問　歩車共存道路の整備により
歩行者の安全対策が図られ、車の減
速効果も明白だが、わらつけ街道も
同様に整備できないか。
　都市建設部長　わらつけ街道は小
学校の通学路でもあり、カラー舗装
や路面標示などの安全対策を施して
いるが、老朽化している。昨年度の
路面性状調査、今年度実施予定の路
面下空洞調査や道路構造物の調査結
果を踏まえ、市道全体の維持管理・補
修計画を作成していくが、その中でわ
らつけ街道の整備も位置づけたい。
　整備に当たっては警察と協議し、

適切な交通安全対策を実施したい。

▲通学路の市道幹線Ⅱ-４号線（わらつけ街道）

「オスプレイ」の安全性を問う
奥富 喜一 議員

　質問　世界一危険な欠陥機とも言
うＣＶ－22オスプレイの安全性につ
いて、市はどう認識しているのか。
　市長　国は、ＣＶ－22とＭＶ－22
の安全性は同等と説明し、米国はＣ
Ｖ－22の日本での訓練・運用に当た
っては既存の日米合意の遵守を明言
している。５月にＭＶ－22の着陸事
故が起きたが、ＣＶ－22の安全性に
ついては今後も国に十分な説明を求
めていく考えである。
　企画財政部長　国からは、米国に
対しさらなる情報提供を求め、情報
が得られた場合には丁寧に誠意をも

って説明すると聞いている。

▲オスプレイが飛来する横田基地上空

「声の市議会だより」をお届けしています
　音訳ボランティア「ふっさいとでんわ」の皆さんにご協力いただ
き、市議会だよりの音訳をデイジー方式のＣＤにして、視覚障害者
（１・２級）の方にお届けしています。　
　ご家族やお知り合いの方で、ご希望の方がいらっしゃいました
ら、議会事務局にご連絡ください。　　　　　　　　　　　　　　
☎042-551-1523

○デイジー（DAISY）とは
　デジタル録音図書の国際標準で、聴きたいところをすぐに検索で
きるなど、情報検索性に優れています。
　専用の再生機が必要となりますが、利用対象者は日常生活用具と
して給付を受けられます。　（利用者一割負担）

◆配信内容
　本会議のライブ映像と録画映像
※録画映像は、過去の会議を会議名や議員名、用語などで検索して
ご覧いただくことができます。
◆アクセス方法
　福生市公式ホームページ(http://www.city.fussa.tokyo.jp/)にアク
セスして「福生市議会」→「インターネット中継」の順にクリックし
てください。

　議員の一般質問や市長の答弁の様子が見られ、より身近に議会
を感じていただけると思います。「市民に開かれたわかりやすい議
会」を一層推進するため、積極的に議会情報をお届けしていきたい
と考えておりますので、ぜひご利用ください。

ご利用くださいご利用ください!!「インターネット議会中継」「インターネット議会中継」ご利用ください!!「インターネット議会中継」ご利用ください!!「インターネット議会中継」 　市議会は、市政等に対する皆様の要望を「請願」や「陳情」としていつで
も受け付けています。9月定例会では、8月31日までに提出された請願・陳
情を審査します。
◎請願
　市議会議員の紹介が必要です。議会に出された請願は、所管の委員会に付
託の上、審査されたのち、本会議で採択・不採択が決められます。採択され
た請願は関係者（市長、その他関係機関等）に送付します。
◎陳情
　市議会議員の紹介は必要ありません。市議会における審議等の扱いは、請
願と同様です。

◎請願（陳情）の書き方
①題名　
②紹介議員の署名（陳情書の場合は不要）
③請願（陳情）趣旨
④請願（陳情）事項
⑤提出年月日
⑥宛先（福生市議会議長）
⑦請願（陳情）者の住所、氏名、押印、連絡用の電話番号
※請願及び陳情は郵送ではなく持参してください。

請願・陳情の提出方法

○○に関する請願書（陳情書）
紹介議員　　　　　　　　　　　　

請願（陳情）趣旨
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

請願（陳情）事項
1.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
2.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

平成　年　月　日
福生市議会議長　　　　　様

請願（陳情）者
　　　住所
　　　氏名　　　　　　㊞
　　　連絡先の電話番号

※陳情書には紹介議員の記載は不要です
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平成2７年 第2回
福生市議会定例会 （通告順に掲載）

質問方式は、一括方式、一問一答方式あるいは併用方式（一括と一問一答の併用）の
選択制となっています。

通告者の下欄に質問方式を表示しています。

①

②

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑩

通告者 通告者質 問 内 容 質 問 内 容
１　米軍横田飛行場へのオスプレイ配備について
⑴国からの説明及び現在までの対応について
⑵市長の考え方について
⑶今後の対応について

１　町会・自治会活動及び運営について
⑴町会・自治会加入状況について
⑵自主防災について
２　教育行政について
⑴通学路の安全対策について
⑵小学校の統廃合について
３　人口減少問題について
⑴空き家対策の現状について

１　土木行政について
⑴富士見通りの整備と今後の整備計画等について
２　東福生駅の整備について
⑴東福生駅のバリアフリーと自転車駐車場等の整備について
３　学童クラブについて
⑴福生第一小学校学童クラブの扶桑会館利用について
４　ガーデニングのあるまちづくりについて
⑴他市で導入しているガーデニングのあるまちづくりについて
５　小学校・中学校の安全対策について
⑴校庭の照明灯におけるからすの巣の対応について

１　高齢者の食の安心の確保について
⑴高齢者配食サービスについて
⑵高齢者配食サービスの対象者の拡充について
⑶災害時における対応について
２　多摩川緑地福生加美上水公園の活用について
３　健康ふっさ21の取り組みについて
⑴取り組みの状況について
⑵健康遊具・運動遊具の設置について

１　認可保育所について
⑴認可保育所の入所状況と待機児童の状況について
⑵今後の展望について
２　市営住宅について
⑴市営住宅の存在意義について
⑵入居の状況について
３　学校給食について
⑴食材の選定について
⑵安全に給食を提供するための対策について

１　地方版総合戦略について
⑴福生市の総合戦略について
⑵策定ツールについて
２　オープンデータについて
⑴行政情報のオープンデータ化について
３　英語教育について
⑴福生市の英語教育について

１　町会・自治会について
⑴現状と課題について
⑵合併について
２　コミュニティ・スクール制度導入について
⑴本制度の導入の意義や、導入の基本方針等について

１　地域包括ケアの実現に向けて
⑴二次保健医療圏８市町村の連携と現行事例等について
⑵認知症サポーターの養成及び今後の計画並びに社会福祉協
議会への働きかけについて
⑶特定健康診査法定項目とがん検診の現状について
２　東福生駅周辺のバリアフリー化について
３　ジュニアスポーツの育成と福生市のスポーツ推進について
⑴国体、2020年東京オリンピック・パラリンピックに向けて
の考え方並びにジュニアスポーツの指導者育成、環境整備
及びスポーツ傷害等の教育について

１　新公会計制度について
⑴進捗状況について
⑵新公会計制度導入へ向けた研修等について
⑶予算・決算での新制度導入スケジュールについて
２　ふるさと納税について
⑴ふるさと納税の拡充について
⑵現状について
⑶取り組みについて

１　多摩川護岸工事について
⑴工事中断の経緯と対応について
２　教科用図書採択について
⑴中学校平成28年度使用教科用図書採択について
⑵４年前の教科書採択と今年度の採択事務についての違いは
あるか

１　横田基地の機能強化について
⑴機能強化に反対する姿勢について
⑵市民への情報発信について
２　学校教育における食育の意義と児童生徒の健康について
⑴食育の基本的な考えについて
⑵小・中学校においての食育の進め方について
３　学校支援地域組織について
⑴現状について
⑵導入後の成果について

１　安全安心まちづくりについて
⑴安全安心まちづくり施策の進捗について
⑵青色回転灯装備パトロールカー（青パト）の運用について
⑶青色回転灯装備パトロールカー（青パト）運用の市民団体
との協働について

２　教育行政について
⑴福生市の特別支援教育について
⑵福生市特別支援教育アクション20の取り組みについて
⑶インクルーシブ教育について

１　集団的自衛権行使容認を柱とする安全保障関連法案による
福生市への影響について
⑴安全保障関連法案が横田基地の機能強化につながる恐れ
⑵安全保障関連法案が福生市民の安全を脅かす恐れ
２　学校給食費を無料化することについて
⑴総合教育会議で、学校給食費無料化の可能性を議論するこ
とについて
⑵教育委員会で、学校給食費無料化の可能性を議論すること
について
⑶学校給食費無料化と受益者負担の適正化について

１　オスプレイの配備について
⑴現状及び対応、安全性について
２　学童クラブについて
⑴現状及び将来の対応について
⑵保育時間について
⑶放課後子ども総合プランについて
３　福生市プレミアム付き商品券発行事業について
４　道路の安全対策について
⑴歩車共存道路について
⑵自転車ナビマークについて

１　横田基地へのオスプレイ配備について
⑴オスプレイは世界一危険な欠陥機について
⑵住宅密集地、横田基地への配備の危険について
⑶日本の航空法等について
⑷なぜ危険な低空飛行訓練が必要なのかについて
⑸横田エリアについて、他
２　墜落と騒音被害の危険を全国に拡大することに ついて
⑴日本中がオスプレイの訓練場になることについて
⑵ＭＶ－22オスプレイとＣＶ－22オスプレイの違いについて
３　「横田基地配備撤回が当然」の取り組みについて

乙津 豊彦
（一問一答）

⑫

青木 健
（併用）

武藤 政義
（一括）

清水 義朋
（一括）

幡垣 正生
（一括）

佐藤 弘治
（一括）

町田 成司
（一問一答）

③

田村 正秋
（一括）

五十嵐 みさ
（一問一答）

⑬

池田 公三
（一問一答）

⑭

原田　剛
（併用）

⑮

奥富 喜一
（一問一答）

杉山 行男
（併用）

⑪

三原 智子
（一括）

⑨

堀  雄一朗
（併用）
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介
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０
０
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と

な
る
。
26
市
で
は
２
月
の
時

点
で
、
４
月
の
政
令
公
布
を

待
た
ず
に
３
月
議
会
で
条
例

改
正
を
行
っ
た
保
険
者
が

13
、
政
令
の
交
付
を
待
っ
て

６
月
議
会
で
対
応
す
る
保
険

者
が
９
、
未
定
が
４
保
険
者

で
あ
る
。

◎
平
成
27
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
歳
出
予
算
の
う
ち
市
民
厚

生
委
員
会
所
管
分
）

問　

介
護
保
険
特
別
会
計
繰

出
金
の
財
源
が
特
定
財
源
と

一
般
財
源
に
分
か
れ
て
い
る

が
、
繰
出
し
の
ル
ー
ル
は
ど

の
様
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　

軽
減
負
担
分
に
つ
い
て

は
国
が
２
分
の
１
を
負
担
し
、

残
り
を
都
と
市
で
４
分
の
１

ず
つ
負
担
す
る
。
制
度
改
正

の
話
が
あ
っ
た
当
初
は
第
一

段
階
か
ら
第
三
段
階
ま
で
の

低
所
得
者
層
の
軽
減
を
対
象

と
し
て
い
た
が
、
消
費
税
増

税
が
見
送
ら
れ
た
た
め
、
第

一
段
階
の
み
と
な
り
、
軽
減

幅
に
つ
い
て
は
、
０
・
０
５

を
越
え
な
い
範
囲
で
市
町
村

が
設
定
す
る
。
ま
た
、
特
別

会
計
へ
の
繰
出
し
は
、
国
・

都
及
び
市
の
軽
減
負
担
分
を

一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
へ

繰
り
出
す
も
の
で
あ
る
。

問　

市
が
負
担
す
る
一
般
財

源
は
、
ど
の
項
目
か
ら
出
さ

れ
る
の
か
。

答　

市
の
負
担
分
は
予
備
費

か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
の
で
、

本
来
な
ら
、
市
の
負
担
分
が

減
額
さ
れ
て
そ
の
ま
ま
充
当

さ
れ
る
が
、
今
回
は
そ
の
他

に
も
特
定
財
源
と
し
て
歳
入

さ
れ
て
い
る
関
係
か
ら
、
予

備
費
が
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

◎
平
成
27
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
） 

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
で
繰
り
出
さ
れ
た
金

額
を
介
護
保
険
特
別
会
計
へ

繰
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
補

正
予
算
が
組
ま
れ
た
。

　

６
月
18
日
と
23
日
に
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
議
案
２
件

（
う
ち
１
件
は
議
員
提
出
議

案
）
と
２
件
の
陳
情
を
審
査

し
ま
し
た
。

　

市
長
提
出
議
案
（
補
正
予

算
）
を
可
決
し
、
議
員
提
出

議
案
は
、
否
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
陳
情
１
件
は
不
採
択

と
し
、
他
１
件
は
、
継
続
し

て
審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

◎
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）（
歳
入
予

算
全
般
及
び
歳
出
予
算
の
う

ち
総
務
文
教
委
員
会
所
管
分
）

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
補
助
金
の
収
入
の
内
容
と
、

使
途
は
。

答　

一
般
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
補
助
金

で
、
前
年
度
に
申
請
し
、
交

付
決
定
を
受
け
た
も
の
で
、

町
会
会
館
の
建
替
え
に
補
助

す
る
。

問　

日
本
の
伝
統
・
文
化
理

解
教
育
推
進
委
託
料
の
金
額

が
増
え
た
の
は
な
ぜ
か
。

答　

平
成
25
年
度
か
ら
、
市

が
単
独
で
実
施
し
て
い
た
日

本
の
伝
統
文
化
理
解
教
育
推

進
事
業
は
、
27
年
度
に
つ
い

て
は
東
京
都
教
育
委
員
会
が

委
託
事
業
と
し
て
実
施
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

当
初
は
、
予
算
額
を
40
万

円
計
上
し
て
い
た
が
、
１
１

０
万
円
を
補
正
予
算
と
し
て

計
上
し
、
東
京
都
の
委
託
金

の
上
限
で
あ
る
１
５
０
万
円

と
し
た
。

問　

市
民
か
ら
の
寄
附
を
ど

の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

答　

寄
附
者
の
意
向
に
沿
い
、

福
祉
関
係
で
、
庁
舎
内
の
車

椅
子
３
台
と
教
育
関
係
で
テ

ン
ト
５
張
り
を
購
入
す
る
予

定
で
あ
る
。

問　

学
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

推
進
地
域
指
定
事
業
委
託
金

に
つ
い
て
内
容
を
伺
う
。

答　

市
で
は
、
今
ま
で
も
独

自
に
学
力
向
上
対
策
に
取
り

組
ん
で
き
た
が
、
今
回
、
東

京
都
の
新
し
い
事
業
と
し
て
、

指
定
さ
れ
た
も
の
で
、
教
員

の
指
導
力
向
上
に
向
け
た
研

修
等
の
取
り
組
み
や
、
児
童

生
徒
の
基
礎
学
力
の
定
着
に

向
け
て
、
外
部
指
導
員
を
活

用
し
放
課
後
や
土
曜
日
、
長

期
休
日
等
に
算
数
、
数
学
の

補
習
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

問　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
推
進
事
業

は
、
今
回
新
た
に
４
校
が
指

定
さ
れ
、
７
校
に
な
っ
た
が
、

各
学
校
か
ら
の
要
望
か
。

答　

今
回
、
東
京
都
が
指
定

校
を
増
や
し
た
の
で
、
各
学

校
の
意
向
を
調
査
し
、
申
請

し
た
と
こ
ろ
、
全
て
が
指
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

◎
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認

を
柱
と
す
る
安
全
保
障
関
連

法
案
の
慎
重
審
議
を
求
め
る

意
見
書

　

こ
の
意
見
書
の
審
査
は
、

各
委
員
か
ら
意
見
書
の
内
容

に
つ
い
て
、
提
出
者
（
議

員
）
に
対
し
質
疑
を
行
い
、

否
決
と
な
り
ま
し
た
。

問　

憲
法
解
釈
を
変
え
て
し

ま
う
か
ら
、
違
憲
で
あ
る
と

の
意
味
は
。

答　

従
来
の
政
府
見
解
で
、

集
団
的
自
衛
権
は
憲
法
上
認

め
ら
れ
な
い
と
答
え
て
き
た

が
、
現
憲
法
下
で
の
限
定
的

な
集
団
的
自
衛
権
は
、
１
８

０
度
解
釈
を
変
え
た
こ
と
に

な
り
、
違
憲
と
考
え
る
。

問　

三
要
件
の
法
案
で
、
自

衛
隊
の
武
力
行
使
は
、
自
国

防
衛
の
自
衛
措
置
に
限
っ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
の
憲
法
解

釈
の
根
幹
を
維
持
し
て
い
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

新
要
件
を
付
け
た
と
し

て
も
、
集
団
的
自
衛
権
行
使

容
認
が
憲
法
違
反
に
あ
た
る

と
考
え
る
。

　

定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
扱
い
等
の
協

議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編
集

を
行
う
議
会
運
営
委
員
会
が

閉
会
中
も
含
め
６
回
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

市
民
厚
生
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会
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議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　今定例会の常任委員会では、本会議から付託さ
れた議案の審査が６月16日、17日、18日の３日
間、建設環境・市民厚生・総務文教委員会の順で
行われました。なお、総務文教委員会について
は、議案の関係で23日にも開催されました。
　また、議会運営委員会は、本会議の議事日程や
議案の取扱い、議会だよりの編集等で６回行われ
ました。
　それから、横田基地対策特別委員会、議会改革
に関する特別委員会が６月26日に行われました。
　ここでは、各常任委員会及び各特別委員会から
報告された主な審査概要をまとめました。

委員会の委員会の委員会の
　　審査から　

▲地域包括支援センター熊川を視察

▲福生第三小学校児童による和太鼓の披露



　

議
員
改
選
後
初
定
例
会
と

な
り
ま
し
た
。
新
人
議
員
が

４
名
選
出
さ
れ
、
新
た
な
体

制
で
の
出
発
で
す
。
改
選
前

よ
り
議
員
定
数
１
名
減
と
な

り
ま
し
た
が
、
各
常
任
委
員

会
や
特
別
委
員
会
等
の
委
員

の
構
成
も
決
ま
り
、
特
段
問

題
な
く
審
議
は
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
急
き
ょ

オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
に
対
す

る
決
議
を
行
っ
た
初
日
や
、
新

人
議
員
の
初
質
問
等
に
、
傍

聴
者
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
円
滑
な
議
事

運
営
の
た
め
、
様
々
な
取
り

決
め
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

方
自
治
法
に
則
り
、
福
生
市

議
会
に
あ
っ
た
形
に
、
長
年

改
良
を
加
え
て
き
た
ル
ー
ル

が
あ
り
ま
す
。

　

議
員
一
人
一
人
の
発
言
は
、

当
然
な
が
ら
尊
重
さ
れ
ま
す
。

一
方
で
市
長
は
、
質
問
に
関

係
の
な
い
発
言
や
無
責
任
な

答
弁
、
議
員
へ
の
反
問
は
で

き
な
い
、
と
い
う
定
め
も
あ

り
ま
す
。

　

議
会
を
傍
聴
し
た
際
、
ぎ

こ
ち
な
い
や
り
取
り
に
見
え

た
時
は
、
こ
の
よ
う
な
ル
ー

ル
も
意
識
し
て
い
た
だ
く
と
、

見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。

　

議
会
改
革
に
関
す
る
特
別

委
員
会
も
組
ま
れ
ま
し
た
。

市
民
福
祉
の
増
進
に
大
い
に

役
立
つ
、
議
会
運
営
を
心
が

け
て
い
く
決
意
で
す
。
ぜ
ひ

傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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委
員
に
よ
る
防
衛
省
及
び
北

関
東
防
衛
局
へ
の
要
請
行
動

を
行
う
こ
と
と
し
、
要
望
事

項
案
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
。
次
の
8
項
目
を
委
員
会

と
し
て
要
望
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

①
横
田
基
地
に
関
す
る
在
日

米
軍
の
再
編
に
係
る
対
応
に

つ
い
て
で
は
、
C
V

－

22
オ

ス
プ
レ
イ
の
配
備
発
表
も
あ

り
、
具
体
的
な
説
明
や
配
備

計
画
の
再
検
討
を
働
き
か
け

る
よ
う
求
め
る
こ
と
な
ど
。

②
平
成
28
年
度
防
衛
補
助
事

業
の
要
望
に
つ
い
て
。

③
横
田
基
地
周
辺
対
策
及
び

基
地
交
付
金
、
調
整
交
付
金

予
算
等
の
充
実
に
つ
い
て
で

は
、
自
衛
隊
施
設
に
つ
い
て

も
米
軍
と
の
共
同
使
用
に
鑑

み
、
米
軍
施
設
と
同
様
に
基

地
交
付
金
の
対
象
資
産
と
し

て
予
算
確
保
を
さ
れ
る
よ
う

支
援
を
求
め
る
こ
と
な
ど
。

④
横
田
基
地
の
運
用
に
伴
う

安
全
確
保
の
徹
底
で
は
、
航

空
機
の
運
用
に
当
た
っ
て
安

全
確
保
の
徹
底
、
五
日
市
街

道
の
拡
幅
事
業
に
併
せ
信
号

機
設
置
を
求
め
て
い
た
が
、

相
当
の
時
間
を
要
す
る
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
先
行
し
て

信
号
機
設
置
を
求
め
る
こ
と

な
ど
。

⑤
米
空
母
艦
載
機
に
よ
る
着

陸
訓
練
の
全
面
中
止
に
つ
い

て
。

⑥
騒
音
防
止
対
策
の
推
進
に

つ
い
て
で
は
、
基
地
周
辺
で

の
低
空
飛
行
訓
練
に
つ
い
て

市
民
生
活
へ
の
影
響
が
出
な

い
よ
う
配
慮
を
求
め
る
こ
と

　

6
月
19
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
横
田
基
地
に
関
す

る
4
件
の
議
題
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。

１
．
平
成
26
年
度
防
衛
補
助

事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て

　

民
生
安
定
施
設
補
助
事
業

と
し
て
、
市
道
幹
線
Ⅱ

－
19

号
線
外
1
改
良
事
業
、
玉
川

上
水
緑
地
日
光
橋
公
園
等
整

備
事
業
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
更
新
事
業
の
3
件
に

5
2
3
1
万
5
千
円
の
充
当
。

　

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備

調
整
交
付
金
事
業
に
つ
い
て

は
、
消
防
団
車
庫
改
良
事
業
、

わ
か
た
け
会
館
改
良
事
業
、

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
更
新
事

業
に
直
接
充
当
。
小
学
校
給

食
用
設
備
改
良
事
業
、
中
学

校
給
食
用
設
備
事
業
、
市
民

会
館
指
定
管
理
委
託
事
業
に

つ
い
て
は
、
基
金
へ
積
み
立

て
を
し
た
こ
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

２
．
平
成
28
年
度
防
衛
補
助

事
業
概
算
要
望
に
つ
い
て

　

民
生
安
定
施
設
補
助
事
業

と
し
て
、
防
災
食
育
セ
ン
タ

ー
（
災
害
時
対
応
施
設
）
整

備
事
業
と
市
道
幹
線
Ⅱ

－

19

号
線
外
1
改
良
事
業
（
最
終

年
度
）
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

３
．
横
田
基
地
周
辺
対
策
等

要
望
事
項
（
案
）
に
つ
い
て

　

7
月
22
日
に
委
員
会
の
全

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し

た
場
合
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

使
っ
て
議
会
の
情
報
を
発
信

で
き
る
の
か
、
調
査
研
究
し
て

い
き
た
い
。

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
を

議
論
す
る
前
に
、
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
の
取
り
組
み
を
先
に
進
め

る
べ
き
。
各
議
員
が
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
を
用
意
し
、
今
ま
で
配

付
さ
れ
て
い
た
紙
の
資
料
を

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で
も
ら
う

だ
け
で
大
幅
な
経
費
削
減
に

な
る
。
福
生
市
独
自
の
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
「
Ｆ

－ｅ
」
の
観
点
か
ら
も
、
で
き

る
人
か
ら
始
め
て
い
く
べ
き

だ
と
思
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
意
見
が
出

た
こ
と
に
よ
り
、次
回
の
委
員

会
で
は
次
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
こ
と
と
決
定
し
ま
し
た
。

▼
議
会
報
告
会
の
件
を
議
題

に
取
り
上
げ
、
さ
ら
に
研
究

し
て
い
く
。

▼
先
進
的
な
議
会
だ
よ
り
を

何
点
か
用
意
し
、
そ
れ
を
見

な
が
ら
福
生
市
議
会
だ
よ
り

の
検
討
を
行
う
。

▼
次
回
委
員
会
開
催
の
前
に
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し

て
い
る
議
会
の
視
察
を
行
う
。

ま
た
、
委
員
よ
り
専
門
的
な

知
見
を
持
つ
講
師
を
お
招
き

し
、
議
会
情
報
発
信
に
つ
い
て

の
研
修
会
を
開
催
し
て
ほ
し

い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
の
で
、

正
副
委
員
長
に
一
任
し
て
い
た

だ
き
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

た
い
。

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
の
議
会

を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

れ
ば
、
や
め
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
の
で
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
を
調
査
し
た
い
。

・
ど
の
く
ら
い
の
予
算
が
必
要

な
の
か
知
り
た
い
。

・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
が
絶
対
的
に

良
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

最
低
限
の
こ
と
は
紙
の
資
料

と
し
て
残
す
レ
ス
ペ
ー
パ
ー
と

い
う
取
り
組
み
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
紙
の
良

さ
を
し
っ
か
り
と
確
認
し
て

い
き
た
い
。

・
便
利
だ
け
れ
ど
危
険
性
も

あ
る
の
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

こ
と
な
ど
も
勉
強
し
た
い
。

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
は
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
効
果
と
、
検

索
で
き
る
効
果
が
あ
る
の
で
、

そ
の
辺
を
調
査
し
た
い
。

・
紙
の
資
料
が
非
常
に
多
い
の

で
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
と
い
う
観

点
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は

ぜ
ひ
と
も
導
入
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

6
月
19
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
回
目

の
委
員
会
と
い
う
こ
と
で
、
本

委
員
会
の
付
議
事
件
で
あ
る

「
議
会
情
報
の
発
信
及
び
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
関
す

る
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
」

に
つ
い
て
、
各
委
員
か
ら
の
意

見
を
求
め
ま
し
た
。
主
な
意

見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．
議
会
情
報
の
発
信
に
つ
い
て

・
議
会
報
告
会
を
行
っ
て
い
る

議
会
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
ど
の

程
度
市
民
に
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
る
の
か
を
調
査
し
た
い
。

・
議
会
報
告
は
議
員
個
人
で

や
る
の
が
望
ま
し
い
。
議
会
と

し
て
の
議
会
報
告
に
は
限
界

が
あ
る
と
思
う
。

・
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
は
先

進
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い

る
議
会
が
あ
る
の
で
、
勉
強
し

て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

・
議
会
の
採
決
に
お
い
て
、
ど

の
会
派
が
賛
成
か
、反
対
か
、

そ
の
理
由
な
ど
を
議
会
だ
よ
り

で
発
信
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。

・
議
会
だ
よ
り
を
身
近
な
も

の
に
す
る
た
め
に
、
見
や
す
く
、

分
か
り
や
す
く
す
る
工
夫
を

し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

２
．
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入

に
つ
い
て

・
全
国
に
29
の
議
会
が
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
導
入
し
、
先
進

的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

の
で
、
視
察
に
行
っ
て
研
究
し

横
田
基
地
対
策

特
別
委
員
会

横
田
基
地
対
策

　
　
　

特
別
委
員
会

議
会
改
革
に
関
す
る

特
別
委
員
会

議
会
改
革
に
関
す
る

　
　
　

特
別
委
員
会

編
集

後
記

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

な
ど
。

⑦
在
日
米
軍
の
事
件
・
事
故

に
関
す
る
的
確
な
情
報
提
供

に
つ
い
て
。

⑧
基
地
の
外
に
お
け
る
軍
人

等
の
法
遵
守
、
マ
ナ
ー
の
向

上
に
つ
い
て
で
は
、
夜
間
、

基
地
へ
帰
る
際
な
ど
近
隣
住

民
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
指
導
・
教
育
を

徹
底
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
る

こ
と
な
ど
。

４
．
横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て

　

3
月
25
日
か
ら
6
月
24
日

ま
で
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

①
横
田
基
地
有
志
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。
市
内
の

公
園
清
掃
や
「
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」
へ
の
参
加
な
ど
。

②
人
員
降
下
訓
練
、
米
軍
の

即
応
訓
練
な
ど
2
件
。
な
お

こ
の
訓
練
等
に
関
す
る
市
民

の
方
か
ら
の
苦
情
は
航
空
機

騒
音
な
ど
。

③
日
米
合
同
委
員
会
合
意
に

つ
い
て
は
、
横
田
飛
行
場
に

お
け
る
整
備
用
格
納
庫
及
び

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
（
給
電
）

の
調
査
。

④
横
田
基
地
人
道
支
援
・
災

害
対
応
演
習
。

⑤
M
V

－

22
オ
ス
プ
レ
イ
の

飛
来
に
つ
い
て
は
、
5
月
及

び
6
月
に
岩
国
飛
行
場
か
ら

横
田
基
地
を
経
由
し
、
富
士

山
周
辺
に
あ
る
演
習
場
等
に

離
着
陸
を
行
っ
た
。
こ
の
件

に
つ
い
て
は
、
横
田
基
地
周

辺
市
町
基
地
対
策
連
絡
会
に

よ
り
北
関
東
防
衛
局
に
対
し

要
請
を
実
施
。
市
民
か
ら
の

苦
情
等
は
な
か
っ
た
と
の
こ

と
。

⑥
横
田
飛
行
場
へ
の
C
V

－

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
報
道

等
に
つ
い
て
は
、
5
月
9
日

の
新
聞
紙
上
に
突
然
配
備
す

る
と
の
報
道
が
掲
載
さ
れ
、

以
降
、
外
務
省
や
防
衛
省
か

ら
接
受
国
通
報
さ
れ
た
旨
の

情
報
提
供
。
外
務
省
及
び
防

衛
省
が
5
市
1
町
を
訪
問
し
、

横
田
飛
行
場
へ
の
C
V

－

22

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し

横
田
基
地
周
辺
市
町
基
地
対

策
連
絡
会
が
コ
メ
ン
ト
を
発

表
し
た
こ
と
な
ど
の
報
告
。

　

続
い
て
、
委
員
か
ら
軍
人

軍
属
な
ど
の
追
加
増
員
の
件
、

ま
た
直
前
に
し
か
情
報
提
供

が
さ
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て

な
ど
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事

者
よ
り
さ
ら
に
速
や
か
な
情

報
提
供
を
求
め
て
い
く
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

▲ダブレット端末導入について調査研究を

▲横田基地第374施設中隊有志による公園清掃
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